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五
輪
出
場
者
の
応
援
垂
れ
幕 

 

今
年
八
月
に
開
催
さ
れ
る
北

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
水
泳
・
女

子
高
飛
び
込
み
日
本
代
表
に
決

ま
っ
た
中
川
真
依
選
手
（
金
沢

学
院
大
学
経
営
情
報
学
部
ス
ポ

ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
三
年
）
を

応
援
す
る
懸
垂
幕
が
四
月
一

日
、
３
号
館
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
同
五
輪
大
会
閉
幕
ま
で
掲

げ
る
予
定
で
す
。 

 

金
沢
学
院
か
ら
は
ウ
エ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
で
も
職
員
、
学
生
の
出
場
が

有
力
視
さ
れ
て
お
り
、
日
本
代

表
に
決
定
次
第
、
懸
垂
幕
を
追

加
掲
示
し
ま
す
。 

め
な
い
こ
と
が
大
切
。
自
分
の

好
き
な
こ
と
を
見
つ
け
、
楽
し

め
る
工
夫
、
仲
間
を
見
つ
け
る

努
力
を
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励

し
ま
し
た
。 

 

式
後
、
新
入
生
歓
迎
会
が
あ

り
、
各
サ
ー
ク
ル
の
活
動
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。 

入
選
で
い
き
な
り
北
國
賞
に
入

る
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。 

 

現
代
美
術
展
は
四
月
二
十
日

ま
で
、
金
沢
21
世
紀
美
術
館
で

開
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
ほ
か
の
本
学
関
係
の
入

選
者
は
次
の
皆
さ
ん
。 

 

◆
日
本
画
▽
新
入
選 

石
田
美

雨
、
今
崎
瞳
、
宮
﨑
薫
里
絵
、
吉
田

涼
子
、
湯
谷
幸
▽
再
入
選 

本
明
千

怜
◆
洋
画
▽
新
入
選 

永
井
祥
恵
、

鍛
治
純
平
、千
羽
真
莉
、寺
田
祐
子
、

小
坂
早
苗
、
浦
野
豊
（
佳
作
）、 

宮

田
絵
実
▽
再
入
選 

西
田
伸
一（
北

國
賞
）
、
青
木
良
識
◆
陶
芸
▽
再
入

選 

尾
蔵
浩
平
、
魚
津
悠
、
羽
場
文

彦
◆
漆
芸
▽
再
入
選 

村
谷
聡
志 

原
千
紗
さ
ん
の
一
般
最
高
賞
「Laundry

」 

 

第
六
十
四
回
現
代
美
術
展
に

金
沢
学
院
大
学
美
術
文
化
学
部

と
同
専
攻
科
の
学
生
、卒
業
生
、

修
了
生
、
教
員
合
わ
せ
て
二
十

三
人
が
入
選
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
う
ち
専
攻
科
を
今
春
修

了
し
て
東
高
校
非
常
勤
講
師
を

務
め
る
原
千
紗
さ
ん
が
一
般
出

品
日
本
画
部
門
の
最
高
賞
で
あ

る
北
陸
放
送
社
長
賞
、
小
木
曽

登
特
任
講
師
が
日
本
画
部
門
の

委
嘱
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
学
部
一
年
の
小
林
友
春

君
（
金
沢
学
院
東
高
校
出
身
）

と
四
年
の
田
中
冬
美
さ
ん
が
新 

 

大
学
入
学
生
を
代
表
し
て
文

学
部
日
本
文
学
科
の
新
谷
千
夏

さ
ん
（
南
砺
総
合
高
校
井
波
高

校
出
身
）
が
「
少
子
高
齢
化
の

進
む
日
本
で
私
た
ち
若
者
に
求

め
ら
れ
て
い
る
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
努
力
と
精
進
を
重
ね

る
」
、
短
大
入
学
生
を
代
表
し
て

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
古
彩
乃

さ
ん（
金
沢
学
院
東
高
校
出
身
）

が
「
希
望
に
満
ち
た
未
来
を
輝

か
せ
る
た
め
、
勉
学
や
部
活
動

に
励
み
、
友
情
を
深
め
た
い
」

と
そ
れ
ぞ
れ
宣
誓
し
ま
し
た
。 

 

石
田
寛
人
学
長
は
式
辞
で
、 

宣
誓
を
読
む
新
谷
さ
ん 

 
 

平
成
二
十
年
度
金
沢
学
院
大
学
大
学
院
、
金
沢

学
院
大
学
、
金
沢
学
院
短
期
大
学
の
入
学
式
は
四

月
二
日
、
第
一
体
育
館
で
行
わ
れ
、
大
学
編
入
学
、

大
学
・
短
大
の
各
専
攻
科
を
含
め
た
計
五
百
四
十

八
人
が
学
生
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
新
し
く
大
学
院
に
人
文
学
研
究
科
修
士

課
程
が
設
置
さ
れ
、
一
期
生
七
人
が
研
究
活
動
に

取
り
組
み
ま
す
。 

基
本
に
忠
実
に
生
き
よ
う 

学
院
大
・

短
大
入
学
式 

入学式で式辞を述べ

る石田学長＝金沢学

院第一体育館 
 

小
木
曽
登
特
任
講
師
の
委
嘱
賞
「
待
春
」 
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宣誓を読む古さん 

途中でやめない努力を 

原
さ
ん
に
一
般
最
高
賞 

現
代
美
展 

小
木
曽
講
師
に
委
嘱
賞 

「
勉
学
と
活
動
に
気
持
ち
を
集

中
し
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に

は
、
基
本
に
忠
実
に
生
き
る
、

希
望
と
目
標
を
持
っ
て
積
極
的

に
生
き
る
の
二
点
を
要
望
す

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

飛
田
秀
一
理
事
長
は
「
何
事

も
途
中
で
や
め
な
い
、
あ
き
ら 

グ
ル
ー
プ
新
入
社
員
が
見
学 

 

北
國
新
聞
社
と
関
連
会
社
の

新
入
社
員
合
わ
せ
て
二
十
九
人

が
四
月
三
日
、
金
沢
学
院
を
見 

学
に
訪
れ
、 

本
学
の
教
育 

内
容
な
ど
に 

理
解
を
深
め 

ま
し
た
。
上 

山
夏
樹
副
理 

事
長
が
挨
拶 

し
た
あ
と
、 

二
班
に
分
か 

れ
て
校
内
を 

見
学
し
ま
し 

た
＝
写
真
。 

 


